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 要  旨 
本研究では無線マルチホップネットワークの通信性能を向上させるために、複数チャネルを用
いて通信を行うときにチャネルを配置するアルゴリズムである Path Based Assignmentの実験
的評価を行う。 
















そこで、本研究ではこの Path Based Assignmentを適用した無線メッシュネットワークを作成
し評価実験を行った。本学の体育館を使用し、9 台の端末を 3 台×3 台の正方形に並べマルチホ
ップ通信を行った。比較対象となるアルゴリズムは、Path Based Assignmentが提案される以前
から一般的だったグラフの彩色問題の近似アルゴリズムを用いた。ノードからノードに対し UDP
パケットを通信し、パケットサイズと送信帯域幅を変更することでスループットにどのような影
響が出るか調べつつ 2つのアルゴリズムの評価を行う。 
 
 
